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岡
崎
市
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一 

 
 

℡
２
３
の
３
３
３
７ 

Fax

２
１
の
０
７
１
２ 

日
本
共
産
党
岡
崎
市
委
員
会 

立
し
た
。
安
部
首
相
は
４
分
野
※

以
外
に
恣
意
的
に
指
定
は
し
な

い
」
と
の
こ
と
だ
が
、
国
民
へ
の

丁
寧
な
説
明
は
今
後
必
要
か
と
思

う
が
決
議
に
は
反
対
。 

民
政
ク
ラ
ブ 

強
行
採
決
が
行
わ

れ
た
。
60
・
３
％
が
反
対
と
報
道

が
あ
る
。
今
後
の
法
の
あ
り
方
に

つ
い
て
議
論
さ
れ
る
も
の
。
だ
が
、

国
の
動
向
を
注
視
す
る
」
と
請
願

に
反
対 

 

国
民
救
援
会
岡
崎
幸
田
支
部
か

ら
、
「
秘
密
保
護
法
反
対
の
決
議
を

求
め
る
請
願
」
が
提
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
審
議
さ
れ
た
総
務
企
画
委
員
会

で
は
・
・
・ 

日
本
共
産
党 

紹
介
議
員 

自
民
清
風
会 

「
す
で
に
法
案
は
成

 

消
費
税
を
な
く
す
岡
崎
の
会
か

ら
「
４
月
１
日
か
ら
の
消
費
税
増
税

中
止
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を

も
と
め
る
請
願
」
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
各
会
派
の
意
見
は
以
下
の
通
り

で
す
。 

日
本
共
産
党 

請
願
紹
介
議
員 

自
民
清
風
会 

 

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

で
デ
フ
レ
か
ら
脱
却
し
始
め
て
い

る
。
十
分
な
財
政
措
置
を
条
件
に
し

て
い
る
の
で
請
願
に
反
対
。 

民
政
ク
ラ
ブ 

 

少
子
高
齢
化
を

支
え
る
も
の
、
増
税
分
は
将
来
の
子

ど
も
達
に
付
け
を
回
さ
な
い
た
め

の
も
の
。
社
会
保
障
の
充
実
に
当
て

ら
れ
る
の
で
反
対
。 

公
明
党 

社
会
保
障
制
度
を
維
持

し
健
全
化
す
る
。
増
税
は
福
祉
な
ど

以
外
に
使
わ
れ
る
余
地
は
な
い
。
増

税
で
失
速
し
な
い
よ
う
経
済
対
策

を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
法
人

減
税
は
、
賃
金
引
き
上
げ
、
消
費
増

加
へ
つ
な
が
る
好
循
環
を
作
り
出

す
た
め
。
経
済
が
好
循
環
す
れ
ば
増

税
の
痛
み
を
吸
収
で
き
る
。 

無
所
属
（
大
原
） 

将
来
的
に
は
増
税
は
必
要
だ
が
、

ま
ず
や
る
べ
き
こ
と
は
歳
出
全
体

公
明
党 

秘
密
を
守
る
法
は
世
界

の
常
識
。
日
本
版
Ｎ
Ｓ
Ｃ
と
セ
ッ
ト

で
成
立
し
な
い
と
機
能
発
揮
で
き

な
い
。
国
民
の
不
安
を
解
決
す
る
た

め
野
党
と
の
修
正
協
議
を
し
た 

。

公
明
党
の
主
張
で
知
る
権
利
を
明

記
し
た
。
特
定
秘
密
は
４
分
野
に
限

定
さ
れ
て
い
る
。
原
発
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の

情
報
も
対
象
に
な
る
と
決
め
つ
け

て
い
る
が
、
そ
れ
は
対
象
外
で
一
部

マ
ス
コ
ミ
の
扇
動
に
影
響
さ
れ
て

い
る
と
し
か
思
え
な
い
、
政
府
に
都

合
の
悪
い
情
報
を
厳
罰
に
処
す
る

根
拠
も
み
あ
た
ら
な
い
、
冷
静
さ
を

欠
く
も
の
」
と
し
て
反
対
。 

無
所
属
（
大
原
議
員
） 

国
の
安
全

保
障
は
必
要
、
と
反
対
。 

※
４
分
野
と
は
①
防
衛
②
外
交
③

特
定
有
害
活
動
の
防
止
④
テ
ロ
リ

ズ
ム
の
防
止 

公
明
党
は
、
自
民
党
暴
走
の
ブ
レ

ー
キ
役
ど
こ
ろ
か
、
完
全
な
ア
ク
セ

ル
役
で
、
弁
明
に
終
始
。
民
主
党
系

議
員
も
、
強
行
採
決
は
批
判
す
る
も

の
の
、
国
会
で
も
討
論
を
退
席
し
た

よ
う
に
、
根
本
的
に
は
反
対
で
き
な

い
民
主
党
の
姿
が
浮
き
彫
り
で
す
。 

参考人招致、実施せず 

市民参加拒否の議会 

今回、岡崎市議会では、参考人招致が導

入された初めての議会でした。これによっ

て、請願・陳情者が議場で提出理由などを

述べる権利が与えられたわけですが、前提

として、委員会の過半数の賛成がなければ

出席できません。今回４本の請願と 11 本

の陳情が提出されました。日本共産党はす

べての請願陳情者の出席を要請し、民政ク

ラブが陳情者１人を認めましたが、自民党、

黎明、無所属、公明党は すべての出席に

反対しました。 

市民参加には何でも反対の議員ばかりでは

本当に困ります。 

岡
崎
市
議
会
12
月
定
例
会 

請
願
・陳
情 

国
民
の
世
論
に
背
を
向
け
る
オ
ー
ル
与
党 

秘
密
保
護
法
・消
費
税
増
税
・年
金
引
き
下
げ 

年
金
者
組
合
岡
崎
支
部
か
ら
、

「
年
金
２
・
５
％
削
減
中
止
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
」
に
つ
い
て
請
願

が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党 

紹
介
議
員
。
水
光
熱

費
な
ど
は
重
く
な
っ
て
い
る
、
老
年

者
控
除
の
廃
止
な
ど
、
ど
ん
ど
ん
税

制
度
で
負
担
が
増
え
て
き
た
。
光
熱

費
ガ
ソ
リ
ン
代
、
税
金
も
あ
が
っ
て

い
る
基
礎
年
金
で
２
２
５
０
０
円

の
減
額
と
な
る
。 

自
民
党 

物
価
変
動
考
慮
し
て
い

る
が
、
年
金
額
を
据
え
置
い
た
経
緯

が
あ
る
。
２
．
５
％
の
特
例
水
準
、

本
来
の
水
準
よ
り
毎
年
段
階
的
改

善
は
、
改
訂
通
知
が
発
送
さ
れ
て
お

り
、
や
む
を
得
な
い
処
置 

民
政
ク
ラ
ブ 

段
階
的
引
き
下
げ

は
決
定
し
て
い
る
。
物
価
は
下
が
っ

た
が
、
支
給
基
準
は
据
え
置
き
。
低

所
得
者
に
は
支
援
給
付
金
が
検
討

さ
れ
て
い
る
。
（
裏
面
に
つ
づ
く
） 

の
削
減
、
景
気
に
水
を
差
さ
な
い
段

階
で
の
増
税
を
。 

秘
密
保
護
法 

消
費
税
増
税

年
金
引
下
げ
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 学

校
給
食
費
無
償
化
・
軽
減
実
施
を
！ 

鈴
木
ま
さ
子
市
議 

一
般
質
問 

私
立
高
校
生
授
業
料
補
助 

所
得
制
限
な
く
せ 

き
ま
た
昭
子
市
議 

一
般
質
問 

き
ま
た
昭
子
市
議
は
、
「
来
年
度

政
府
は
、
「
高
校
無
償
化
」
を
見
直

し
年
収
９
１
０
万
円
の
所
得
制
限

を
設
け
る
と
し
て
い
る
が
ど
ち
ら

に
し
て
も
公
私
間
格
差
は
の
こ
る
。

す
べ
て
の
子
ど
も
達
が
、
格
差
を
感

じ
る
こ
と
な
く
学
べ
る
環
境
を
つ

く
る
べ
き
」
と
た
だ
し
ま
し
た
。 

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３ 

 

岡
崎
市
で
は
、
２
０
０
９
年
に
廃

止
し
た
私
立
高
校
生
授
業
料
補
助

金
を
、
昨
年
復
活
し
ま
し
た
が
、
所

得
制
限
を
導
入
し
ま
し
た
。 

 

西
三
河
９
市
の
授
業
料
補
助
の

現
状
を
み
て
も
岡
崎
市
は
た
い
へ

ん
立
ち
遅
れ
て
い
ま
す
。
（
下
表
） 

 

所
得
が
高
く
て
補
助
金
を
受
け

ら
れ
な
い
生
徒
は
３
〜
５
割
で
約

１
２
０
０
〜
２
０
０
０
人
（
参
考
数

字
）
で
す
。 

昨
年
の
市
長
選
挙
で
、
学
校
給
食

費
の
無
償
化
と
い
う
市
長
の
公
約

の
実
現
状
況
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。 

現
在
市
で
は
「
15
億
の
財
源
す
べ

て
確
保
は
困
難
。
軽
減
す
る
た
め
の

方
策
を
検
討
中
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。 鈴

木
ま
さ
子
市
議
は
他
市
で
の

軽
減
制
度
実
施
状
況
を
例
に
挙
げ

「
公
約
は
実
現
に
む
け
て
努
力
す

る
も
の
。
市
長
は
公
約
実
現
の
た
め

に
意
見
聴
取
や
公
表
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
」
と
市
長
自
身
の
答
弁
を

促
し
ま
し
た
が
、
市
長
は
い
っ
さ
い

答
弁
に
立
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

乙
川
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
や
ツ
イ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
は
熱
心
な
市
長
。
し

か
し
、
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

は
、
議
会
で
も
自
身
の
ブ
ロ
グ
で
も

一
切
語
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

無
償
化
を
願
っ
て
投
票
し
た
親

御
さ
ん
も
多
い
と
聞
き
ま
す
。
「
義

務
教
育
は
無
償
が
原
則
。
ツ
イ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
よ
り
も
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
へ
の
支
援
は
優
先
的
に
お

こ
な
わ
れ
る
べ
き
も
の
」
と
給
食
費

軽
減
を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。 

 

  
 市

議
会
議
員 

き
ま
た
昭
子  

市
議
会
議
員 

鈴
木
ま
さ
子 

西三河の私立高校授業料補助金 

 所得制限 年 補助額 

岡崎市 
６３６万円以下 １２０００円 

６３６万円以上 ０円 

豊田市 なし １５０００円 

刈谷市 なし １８０００円 

碧南市 なし １２０００円 

知立市 なし １２０００円 

西尾市 なし １２０００円 

みよし市 なし １２０００円 

安城市 
２３０万以上 １８０００円 

２３０以下 １２０００円 

高浜市 

２００万以下 ２４０００円 

６３０万円以下 １２０００円 

６３０万円以上 ０円 
 

県内での学校給食への補助状況 

実施自治体 補助内容 岡崎市が実施した場合の費用 

大治町 一人月額 150円の補助、 約５４００万円 

岩倉市 第三子が無料 約５５００万円 

大口町 半額の補助 約７億５０００万円 
 

市民が望む文化の拠点 新文化会館建設計画 

事実上白紙に！ 
 内田市長就任直後の昨年１２月から調査費をつけ、５回の改修検

討委員会を行い、今年以内に結論を出すとしてきた「市民会館改修

問題」。 

内田市長は、「大改修を行う。予算は約２１億円」と決めました。

詳細については今後、岡崎民報にてお知らせしていきますが、市民

不在の内田市政は、前柴田市長を上回るものです。 

（
一
面
か
ら
の
続
き
） 

公
明
党 

支
給
額
は
物
価
変
動

で
考
慮
。
デ
フ
レ
が
物
価
に
反

映
し
て
な
い
。
請
願
に
反
対 

黎
明 

国
で
決
定
し
て
い
る
。

低
所
得
者
に
給
付
金
が
検
討
さ

れ
て
い
る
の
で
意
見
書
の
提
出

に
反
対
。 

 


